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市議会です
おじゃましますおじゃまします
市議会です

将
来
の
夢
は
何
で
す
か
？

大
島　
高
校
の
数
学
の
先
生

に
な
る
こ
と
で
す
。
学
校
の

先
生
の
授
業
が
と
て
も
わ
か

り
や
す
く
、
そ
の
先
生
の
よ

う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

猪
俣　
い
つ
か
喜
多
方
で
自

分
の
や
り
た
い
ブ
ラ
イ
ダ
ル

の
仕
事
を
活
か
し
て
ま
ち
づ

く
り
が
で
き
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

長
澤　
保
育
士
に
な
っ
て
、

初
め
て
習
っ
た
先
生
と
一
緒

に
働
き
た
い
と
、
ず
っ
と
思

い
描
い
て
い
ま
す
。

五
十
嵐　
薬
剤
師
に
な
る
こ

と
で
す
。
患
者
さ
ん
の
心
に

寄
り
添
っ
て
、
安
心
し
て
治

療
を
進
め
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
で
す
。

安
部　
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
に

な
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

旅
行
の
際
に
受
け
た
温
か
い

言
葉
や
お
も
て
な
し
の
精
神

に
と
て
も
影
響
を
受
け
ま
し

た
。

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

安
部　
「
文
武
両
道
」
勉
強
と

部
活
動
に
同
じ
よ
う
に
力
を

入
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
喜

多
方
高
校
の
良
さ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

大
島　
喜
多
方
高
校
は
創
立

100
周
年
を
迎
え
た
歴
史
あ
る

高
校
で
、
部
活
動
や
学
校
行

事
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で

地
域
の
方
々
の
支
援
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
地
域
と
と

も
に
、
歩
ん
で
来
て
い
る
学

校
で
す
。

喜
多
方
を
良
く
す
る
た
め
に

必
要
な
こ
と
は
？ 

猪
俣　
蔵
や
ラ
ー
メ
ン
な
ど

の
定
番
の
魅
力
か
ら
、
ま
た

新
た
な
魅
力
を
作
っ
た
ら
い

い
と
思
い
ま
す
。

長
澤　
若
者
の
存
在
が
ま
ち

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思

う
の
で
、
高
校
や
大
学
卒
業

後
に
安
心
で
き
る
就
職
先
の

サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
市
で
し
て

も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

五
十
嵐　
少
子
高
齢
化
が
進

行
し
て
い
る
の
で
、
小
さ
な

子
供
と
そ
の
親
御
さ
ん
が
交

流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

喜
多
方
で
の
子
育
て
を
楽
し

い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
取
り
組
み
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

若
者
の
政
治
参
加
に
つ
い
て
、

ど
う
考
え
ま
す
か
？

長
澤　
私
自
身
の
話
で
す
が
、

も
う
す
ぐ
18
歳
に
な
っ
て
、

私
も
選
挙
に
行
け
る
ん
だ
な

と
、
ち
ょ
っ
と
ワ
ク
ワ
ク
し

て
い
ま
す
。
若
者
が
意
見
を

大
おおしま

島　充
みつはる

晴さん

長
ながさわ

澤 こはくさん

猪
いのまた

俣 紀
き ら ら

良々さん

　令和2年7月9日、未来を担う高校3年生の
皆さんにインタビューしてきました。

喜多方高校に
行ってきました。
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発
信
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思

う
の
で
、
な
お
さ
ら
若
者
の

参
加
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

五
十
嵐　
私
も
含
め
て
若
い

人
の
政
治
に
つ
い
て
の
理
解

度
が
低
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

若
い
人
で
も
政
治
に
興
味
を

持
て
る
よ
う
な
例
え
ば
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
上
で
の
動
画
な
ど

で
、
政
治
が
ど
の
よ
う
な
も

の
な
の
か
、簡
単
に
目
に
入
っ

て
く
る
よ
う
な
形
が
あ
れ
ば

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

猪
俣　
授
業
で
、自
分
の
「
権

利
」
に
つ
い
て
、
自
分
で
行

動
し
な
い
と
い
つ
の
ま
に
か

気
づ
か
な
い
う
ち
に
そ
の
権

利
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
日
本

は
民
主
主
義
で
、
一
人
ひ
と

り
の
意
見
が
言
え
る
環
境
に

あ
る
の
で
、
自
分
の
権
利
の

た
め
に
、
も
っ
と
意
見
を
発

信
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

市
議
会
に
望
む
こ
と
は
？

安
部　
九
州
方
面
の
豪
雨
に

よ
る
災
害
が
あ
っ
た
よ
う
に
、

自
分
た
ち
が
住
む
喜
多
方
も
、

予
想
で
き
な
い
災
害
に
備
え

て
状
況
把
握
で
き
る
連
絡
方

法
や
、
素
早
く
避
難
で
き
る

対
策
を
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。

五
い が ら し

十嵐 彩
さ き こ

希子 さん

安
あ べ

部　花
か り ん

梨さん

猪
俣　
喜
多
方
は
大
き
な
自

然
災
害
が
あ
ま
り
お
こ
ら
な

い
の
で
、
安
心
し
て
い
る
部

分
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

対
策
を
考
え
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

大
島　
高
齢
化
が
進
む
喜
多

方
市
だ
か
ら
こ
そ
、
高
齢
者

の
方
々
を
考
え
た
、
災
害
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
適
切
な
対
策
を
、
市

全
体
と
し
て
取
り
組
ん
で
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。
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１　市民への支援策・市内経済対策について
⑴　市内経済、雇用等の実態調査を引き続き行うこと。
⑵　市内経済の回復・再生のための内需喚起策及び地域内循環の経済
体制への転換策について、総合的な政策を立案すること。

⑶　新型コロナウイルス感染拡大による解雇・離職など影響を受けた
市民の実態調査に基づき、切れ目のない雇用対策等を実施すること。

⑷　地元で利用可能な商品券を発行し、市民に交付すること。
⑸　国の子育て世帯への臨時特例給付金に該当しない、令和２年４月
１日以降に出生した子供を対象に、「(仮称)子育て応援思いやり給付
金」として、１人󠄀につき１万円を交付すること。

２　農業・観光対策について
⑴　農産物価格の動向に注目し、迅速な支援対応をとること。
⑵　グリーン・ツーリズムの推進について、万全の対策を立てること。

３　教育・児童福祉対策について
⑴　経済が安定するまで及び新型コロナウイルス感染症が収束するま
での期間は、保護者の負担軽減のため、学校給食費を無料とし、そ
の後は完全無料化を進めること。

⑵　３密を避けるため、小中学校に20人程度の少人数学級をつくり、
児童生徒と教職員の健康保持を図ること。

⑶　学童保育の３密を防ぐ対策をし、児童と職員の健康保持を図るこ
と。

⑷　上記⑵及び⑶の改善を進めるために必要な学校等の施設改修を行
い、市独自に臨時の教職員の増を図ること。

⑸　小中学校のエアコンは、児童生徒の健康状態により、学校の判断
でいつでも稼働できる状態にしておくこと。

⑹　新型コロナウイルス感染症対策に要する経費（消毒液、マスク、
体温計、コピー用紙代等）を、学校に十分に配当すること。

⑺　就学援助費を、保護者にとって使いやすい制度に改善すること。
⑻　市民に３人の感染者が出た場合に、全校を休校とするという「学
校休業に関するマニュアル」の見直しをすること。

４　情報の提供・発信について
⑴　式典や公演、イベント等の映像配信を行うこと。
⑵　ＳＮＳを活用した相談窓口を設置すること。

５　上記1から４の各項目を実行するための必要な予算措置を、地方創
生臨時交付金等を活用し講じること。

（全文は市議会ホームページで
ご覧いただけます。）２回目の要望書提出

議会新型ウイルス

感染症対策会議で

は、要望事項の対応

状況の検証を行い、

さらに市民の皆さま

からの声を踏まえ、

要望事項を取りまと

め、７月３日に市長

へ提出しました。

緊急事態宣言が解除

され、市内産業や経済

等の回復が望まれます

が、新しい生活様式に

沿った対応や休業要請

期間における収入の減

少、イベント等の自粛

も重なり来訪者の回復

も難しい中で、各種産

業において依然として

大変な状況が続いてい

ます。

新型コロナ
ウイルス 感染症対策へ議会の動き
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７月21日（火）、１日の会期日程で開会された第5回喜多方市議会臨時会では７月３日に提出し
た議会からの要望も反映された、新型コロナウイルス感染対策を含む10億3,795万６千円の補正
予算などが上程され、慎重な審議が行われました。

詳細にわたって質疑し、効果的な手法を導き出すなど熟議した結果、全会一致で可決しました。
一部をピックアップして審議の内容をお伝えします。

新型コロナウイルス感染の対策
白熱の議論、7月臨時会

全
て
の
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を

保
障
で
き
る
環
境
を
早
急
に
実
現

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
児

童
・
生
徒
に
1
台
ず
つ
、
計
３
千

300
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
備
す

る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
い
つ
か
ら
使
用
を

開
始
す
る
の
か
？
保
護
者
の
負
担

は
？２

０
２
０
年
12
月
ま
で
全
台
数

を
確
保
し
、
3
学
期
よ
り
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
使
用
し
た
授
業
を
お
こ
な

う
。タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
故
障
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
へ
の
接
続
な

ど
で
保
護
者
の
負
担
が
発
生
す
る

こ
と
は
な
い
。

教
職
員
へ
の
指
導
対
応
で
、
専
門

的
な
職
員
の
配
置
の
考
え
は
？

タ
ブ
レ
ッ
ト
配
備
ま
で
、
教
職

員
の
研
修
を
お
こ
な
い
対
応
す

る
。
今
後
、
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

子
育
て
応
援
思
い
や
り
給
付
金

事
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
市
民
に
も
た
ら
す
影
響

の
長
期
化
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
子
育
て
世
帯
を
応
援
す
る
事

業
で
あ
る
。

市
独
自
支
援
に
至
っ
た
背
景
と
考

え
た
方
は
？

特
に
子
育
て
世
代
で
子
ど
も
が

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
世
帯
で
は
、

何
か
と
物
入
り
の
状
況
で
あ
り
、

議
会
か
ら
も
同
趣
旨
の
要
望
が
あ

り
実
施
す
る
。

具
体
的
な
給
付
内
容
は
？

特
別
定
額
給
付
金
の
基
準
日
と

な
る
4
月
27
日
以
降
に
子
ど
も
が

生
ま
れ
、
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た

世
帯
に
同
額
と
な
る
10
万
円
を
支

給
す
る
。
対
象
は
、
令
和
2
年
4

月
28
日
か
ら
令
和
3
年
3
月
31
日

に
生
れ
た
者
270
人
を
見
込
ん
だ
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

県
内
一
の
プ
レ
ミ
ア
ム
率
50
％

�

事
業
費
５
億
７
千
205
万
円

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
市
内
小
中

学
校
全
児
童
生
徒
に
！

�

事
業
費
２
億
８
千
377
万
５
千
円

子
育
て
世
帯
を
応
援
す
る

給
付
金
支
給
！

�

事
業
費
２
千
882
万
４
千
円

市
民
の
消
費
喚
起
、
地

域
経
済
の
循
環
を
促
進
し
、

本
市
経
済
の
早
期
回
復
に

つ
な
げ
、
市
民
生
活
を
支

援
す
る
事
業
で
あ
る
。

事
業
の
概
要
は
ど
う
い
っ

た
も
の
か
？

1
セ
ッ
ト
額
面
6
千
円

の
商
品
券
を
4
千
円
で
9

万
2
千
セ
ッ
ト
販
売
す
る
。

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
生
活
を
支
援
す
る
た

め
、
1
セ
ッ
ト
6
千
円
の

商
品
券
を
無
償
で
配
布
す

る
。

販
売
方
法
は
？

1
人
当
た
り
2
セ
ッ
ト

ま
で
の
購
入
と
し
、
全
世

帯
に
購
入
引
換
券
を
郵
送

し
、商
工
会
議
所
、商
工
会
、

郵
便
局
に
お
い
て
販
売
す

る
。

商
品
券
の
経
済
効
果
を
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
る
の
か
？

経
済
効
果
の
算
出
は
し

て
い
な
い
が
、
コ
ロ
ナ
禍

の
市
内
経
済
へ
の
影
響
は

8
割
に
及
ぶ
。
プ
レ
ミ
ア

ム
率
を
50
％
に
し
た
商
品

券
の
発
行
で
消
費
喚
起
を

促
し
、
経
済
の
循
環
及
び

2
次
的
波
及
効
果
を
図
る
。

平
成
27
年
に
プ
レ
ミ
ア
ム

率
20
％
で
同
様
の
事
業
を

実
施
し
た
が
、
大
き
な
効

果
が
あ
る
と
考
え
る
。

※
議
会
か
ら
は
審
議
を
踏
ま

え
、
無
料
商
品
券
の
配
布

提
案
と
経
済
対
策
の
早
急

な
実
施
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
時
期
の
繰

り
上
げ
を
申
し
入
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
市
長
か
ら

は
、
実
施
予
定
時
期
を
1

カ
月
前
倒
し
て
、
8
月
中

に
発
行
し
、
使
用
期
限
を

10
月
ま
で
と
す
る
こ
と
の

表
明
が
あ
っ
た
。
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　議会に対するご意見・お問い合わせは、お近くの議員に直接お伝えいただくほか、郵
便、ＦＡＸ、メール等任意の様式でも常に受け付けております。
　いただいたご意見は、市議会だよりや市議会ホームページなどで広くご紹介させてい
ただくことがあります。
〒966−8601　喜多方市議会事務局宛
TEL 0241（24）5253　FAX 0241（24）5263
E-mail：gikai@city.kitakata.fukushima.jp
喜多方市議会ホームページ　www.city.kitakata.fukushima.jp/site/gikai/ 

市民の皆様の お寄せください声

本
市
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
は
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
全
国

に
お
い
て
は
感
染
拡
大
の
な
か
に
あ
り
、
大
変

憂
慮
さ
れ
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。
感
染
さ
れ
た

方
々
の
一
日
も
早
い
ご
回
復
と
、
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
医
療
従
事
者
を
は
じ
め
、
各
方
面
の

最
前
線
で
日
夜
奮
闘
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
深
く

敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
感
染
の
拡
大
防
止

に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
市
民
の
皆
様
、

市
内
事
業
者
の
方
々
に
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

喜
多
方
市
議
会
で
は
、
遠
藤
市
長
に
対
し
て

２
度
に
わ
た
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て
の
要
望
書
を
提
出
し
ま
し

た
。
要
望
事
項
に
対
す
る
市
当
局
の
迅
速
か
つ

果
敢
な
対
応
に
つ
い
て
敬
意
を
表
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
災
害
と
も

い
え
る
深
刻
な
出
来
事
で
あ
り
、
大
変
な
不
安

を
感
じ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
感

染
拡
大
を
阻
止
し
て
、
こ
の
難
局
を
共
に
乗
り

越
え
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
一
日
も
早
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
と
経
済

の
回
復
、日
常
の
市
民
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
、

市
当
局
と
連
携
し
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。 議

長
か
ら
の

　
メ
ッ
セ
ー
ジ

新型コロナウイルス感染拡大防止対策で多額の経費を必要とする観点から、今年度の各常任委員

会等の行政視察を中止することにしました。

６月11日、これらを含めた議会費予算の一部を、今後の市補正予算の編成に合わせて減額する

対応をとる考えを市長に伝え、その減額分を感染拡大防止対策や経済対策に係る経費の財源に充当

されるよう要請しました。

常任委員会の行政視察を中止
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発熱外来など 議会の要望が実現！ ６月
定例会

令和２年第４回６月定例会は６月４日から６月18日までの15日間の会期で開催されました。
市長提案により、承認１件、報告４件、予算案８件、条例案７件、その他２件と、議会から議会案
６件が提出されました。

補正予算の主な事業

市内において発熱者の診察を行う「発熱外来」の設置
（令和2年6月15日開設）の委託経費
［事業費］2,156万円　※６月４日先議

新型コロナウイルス対策のテレワークに要するパソコ
ン20台を購入する経費

［事業費］376万円

消防団の夜間活動用として投光器5台を整備する経費
［事業費］467万円

消防施設整備事業費

発熱外来業務委託料

電子計算機管理経費

４月から3カ月間に肥育牛の市場出荷で価格下落の影
響を受けた肥育農家に対する支援

［事業費］310万円

畜産農家経営持続支援給付金

令和２年度　補正予算
会計 補正額 累計

一　　　　　般 7億1,529万9千円 312億8,612万9千円
特　　　　　別 1,160万3千円 119億6,190万7千円

下水道事業（収入） 19万1千円 19億8,887万5千円
　    〃  　（支出） △356万　  円 22億7,118万6千円
水 道 事 業（収入） 3万7千円 14億4,309万5千円
 　   〃  　（支出） △734万7千円 17億8,644万6千円

LED投光器イメージ
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、

各
地
区
か
ら
の
要
望
が
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
と
し

て
住
民
福
祉
向
上
に
寄
与
す
る

事
業
か
を
地
域
振
興
課
が
審
査

を
し
、
県
を
経
由
し
て
（
※
）

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に
申
請
し

て
実
施
す
る
。

申
請
ま
で
の
流
れ
は
？

今
年
度
該
当
し
た
３
件
に
つ

い
て
は
、
令
和
元
年
８
月
か
ら

募
集
を
始
め
た
。

令
和
２
年
３
月
に
通
知
が
来

て
、
４
件
中
３
件
が
採
択
と
な

っ
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
補
助

金
の
予
算
計
上
の
内
容
は
？

桜
ガ
丘
町
内
会
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防

犯
灯
整
備
に
180
万
円
、
熊
倉
町

小
沼
地
区
の
防
災
会
で
防
災
用

放
送
設
備
整
備
に
120
万
円
、
塩

川
第
13
区
自
主
防
災
会
で
テ
ン

ト
他
防
災
備
品
の
整
備
で
200
万

円
、
合
計
500
万
円
で
あ
る
。

議
案
審
議
・
委
員
会
の
審
査
か
ら 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に

　
３
地
区
が
き
ま
る

※
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
…
地
方
自

治
の
振
興
及
び
住
民
福
祉
の
増
進

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
地
方

自
治
関
係
者
並
び
に
地
方
６
団
体

代
表
者
が
設
立
し
た
財
団
法
人

高
濃
度
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
、
蛍
光

灯
の
安
定
器
に
入
っ
て
い
る
も

の
で
、
昭
和
52
年
以
前
に
製
造

さ
れ
た
。
家
庭
用
で
は
な
く
工

場
や
学
校
等
で
使
用
さ
れ
て
い

た
も
の
で
あ
る
。

学
校
で
の
使
用
の
調
査
は
終

了
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に

つ
い
て
一
昨
年
か
ら
調
べ
て
き

た
。

処
分
業
者
は
北
海
道
に
し
か
い

な
い
の
か
？

高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
処
分
に
つ

い
て
は
、
北
海
道
事
業
エ
リ
ア

と
東
京
事
業
エ
リ
ア
、
愛
知
県

豊
田
事
業
エ
リ
ア
、
大
阪
事
業

エ
リ
ア
、
北
九
州
事
業
エ
リ
ア

の
５
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。

東
北
地
区
は
北
海
道
事
業
エ

リ
ア
へ
搬
入
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

委
託
業
者
は
、
北
海
道
に
運

搬
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

県
内
の
専
門
業
者
に
委
託
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

処
分
方
法
と
そ
の
後
は
？

全
国
で
ジ
ェ
ス
コ
と
い
う
会

社
１
社
だ
け
が
請
け
負
っ
て
い

る
。
５
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
分
け
を

し
て
集
め
、
高
温
焼
却
を
行
っ

て
無
害
化
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
環
境
省
で
も

監
修
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
処
分
委
託
は
ど
こ
に
？

PCB 廃棄物

昨年度、本事業で購入した除雪機
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児
童
館
管
理
運
営
経
費
で
行

う
児
童
ク
ラ
ブ
待
機
児
童
解
消

事
業
は
、
市
内
で
待
機
児
童
が

発
生
し
て
い
る
児
童
ク
ラ
ブ
施

設
の
増
設
、
そ
れ
に
伴
い
新
た

に
備
品
の
購
入
を
行
い
待
機
児

童
の
解
消
を
目
的
と
し
た
事
業

で
あ
る
。

待
機
児
童
の
発
生
は
ど
こ
か
、

ま
た
ど
の
よ
う
に
増
設
す
る
の

か
？待

機
児
童
の
発
生
は
第
一
小

学
校
区
、
第
二
小
学
校
区
の
児

童
ク
ラ
ブ
で
あ
る
。

第
一
小
学
校
区
で
は
、
現
在

利
用
し
て
い
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ビ
ル
内

の
敷
地
を
さ
ら
に
借
用
し
増
設

を
行
う
。第
二
小
学
校
区
で
は
、

第
二
小
学
校
内
で
の
空
き
教
室

を
使
用
し
増
設
す
る
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
ク

ラ
ブ
に
お
い
て
、
増
設
に
よ
り

生
じ
る
不
足
備
品
を
新
た
に
購

入
し
対
応
す
る
。

３
月
に
全
国
的
に
国
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、

学
校
を
休
校
と
し
た
。
そ
の
た

め
学
校
給
食
が
な
く
な
り
食
材

提
供
業
者
に
影
響
が
発
生
し
た
。

そ
の
損
失
を
補
填
す
る
た
め
、

141
万
1
千
円
の
補
正
予
算
を
計

上
し
た
。
財
源
は
、
国
が
学
校

臨
時
休
業
対
策
費
補
助
金
と
し

て
4
分
の
3
を
負
担
す
る
。

対
象
と
な
る
食
材
は
？

国
か
ら
は
３
品
目
に
限
定
す

る
こ
と
の
連
絡
が
来
て
い
る
。

本
市
は
、
食
材
提
供
を
長
期

契
約
し
て
い
る
「
米
、
パ
ン
、

牛
乳
」
提
供
業
者
が
対
象
と
な

る
。

米
、
パ
ン
、
牛
乳
の
3
品
目
以

外
は
対
象
に
な
ら
な
い
の
か
？

３
品
目
以
外
の
食
材
提
供
に

あ
っ
て
は
、
学
校
休
業
に
伴
っ

て
学
校
給
食
を
停
止
し
た
こ
と

で
、
実
質
的
な
損
失
は
発
生
し

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
影

響
額
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
業

児
童
ク
ラ
ブ
の
増
設
に
よ
り
、

指
導
員
や
補
助
員
は
、
現
在
の

定
員
数
で
問
題
な
い
の
か
？

現
状
で
問
題
無
い
が
、今
後
、

児
童
数
が
多
く
な
る
と
実
務
上

は
指
導
員
・
補
助
員
は
不
足
す

る
。
現
在
、
新
規
の
募
集
も
同

時
に
か
け
て
対
応
す
る
。

今
後
の
児
童
数
増
加
に
よ
る
対

応
策
は
？

今
後
、
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
増

加
が
見
込
ま
れ
る
塩
川
地
区
な

ど
、
市
内
全
体
の
児
童
ク
ラ
ブ

運
営
を
検
討
し
対
応
し
て
い
く
。

者
等
に
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
聞
く

な
ど
、
進
め
て
い
き
た
い
。

学
校
給
食
の
野
菜
な
ど
は
、
米

と
同
じ
よ
う
に
年
間
計
画
を
組

ん
で
提
供
し
て
い
る
と
思
う
。

全
品
目
補
償
対
象
に
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

納
入
業
者
の
方
々
に
は
、
本

市
の
学
校
給
食
を
支
え
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
調
査
し
て
い
る
。

準
備
が
で
き
次
第
、
影
響
を
考

慮
し
た
対
応
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

児
童
ク
ラ
ブ
待
機
児
童
問
題

　
施
設
を
増
設

学
校
給
食
食
材
提
供
業
者
へ
の
損
失
補
填
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中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

活
動
継
続
応
援
交
付
金
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
を
受
け
て
い
る
市
内
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
所
の
雇

用
及
び
事
業
活
動
の
維
持
を
図

る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
出
身
学
生
応
援
事

業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言

等
で
、
喜
多
方
へ
の
帰
省
を
控

え
て
い
る
学
生
を
対
象
に
し
て

い
る
。

県
外
に
居
住
す
る
市
出
身
の

学
生
（
対
象
者
18
～
25
歳
）
に

本
市
産
の
特
産
物
な
ど
を
送
り
、

生
活
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

積
算
の
考
え
方
と
対
象
人
数

は
？支

援
の
金
額
３
千
円
は
、
他

市
町
村
を
参
考
に
設
定
し
た
。

市
内
企
業
な
ど
の
生
産
や
販
売

を
支
援
し
、
学
生
の
市
内
へ
の

就
業
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

予
算
340
万
円
の
内
訳
は
、
対

象
の
学
生
人
数
を
800
人
と
考
え

て
240
万
円
、
残
り
の
100
万
円
は

郵
送
料
と
事
務
費
で
あ
る
。

従
業
員
は
正
規
、
非
正
規
、
パ

ー
ト
の
全
て
を
含
め
た
数
な
の

か
？常

時
雇
用
で
雇
用
契
約
を
締

結
し
て
い
る
人
、
パ
ー
ト
を
含

む
。
従
業
員
数
の
基
準
日
は
６

月
１
日
時
点
で
あ
る
。

金
額
の
設
定
は
？

金
額
の
設
定
は
事
業
所
の
従

業
員
数
を
捉
え
て
支
援
す
る
も

の
と
考
え
、
申
請
に
よ
っ
て
従

業
員
数
で
４
段
階
に
区
分
し
て

算
定
し
（
20
万
円
、
30
万
円
、

50
万
円
、
100
万
円
）
支
給
す
る

も
の
で
あ
る
。

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
所
の

　
事
業
継
続
を
応
援
！

ふ
る
さ
と
出
身
の
学
生
を
応
援
！

ふ
る
さ
と
出
身
高
校
生
も
対
象

に
す
べ
き
で
は
？

当
初
、
対
象
者
を
県
外
学
生

と
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ま
で
の

議
会
で
の
審
議
を
ふ
ま
え
県
内

も
含
め
市
外
全
て
を
対
象
と
考

え
た
い
。

高
校
生
も
学
生
（
生
徒
）
で

あ
り
対
象
枠
で
対
応
す
る
。

※
な
お
、
小
規
模
事
業
者
活
動
応
援

補
助
金
を
受
領
し
た
事
業
所
を
除

く
。

事
業
所
の
従
業
員
数
の
現
状
は

把
握
し
て
い
る
か
？

本
市
は
、
全
産
業
で
２
４
３

３
の
事
業
所
が
あ
る
。

従
業
員
数
の
区
分
で
は
、
１

人
〜
４
人
が
１
５
８
８
事
業
所
、

５
人
〜
49
人
が
778
事
業
所
、
50

人
〜
99
人
が
34
事
業
所
、
100
人

以
上
が
16
事
業
所
で
あ
り
、
１

人
〜
４
人
の
小
規
模
事
業
者
が

多
い
の
が
実
態
で
あ
る
。
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十
二
村 

秀
孝 

議
員

　
新
し
い
生
活
様
式
を

定
着
さ
せ
る
た
め
、

地
域
の
消
費
を
喚
起
し
、

下
支
え
す
る
た
め
の
経
済

対
策
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

新
し
い
生
活
様
式
に

沿
っ
た
事
業
形
態
等

に
対
応
す
る
た
め
の
取
り

組
み
を
行
う
事
業
者
へ
、

「
感
染
拡
大
防
止
対
策
補

助
金
」
を
創
設
し
支
援
を

お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
今

後
は
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
の
取
り
組
み
も
含
め

た
経
済
対
策
に
つ
い
て
関

係
機
関
・
団
体
と
も
連
携

を
図
り
な
が
ら
早
急
に
検

討
す
る
。

ま
た
、市
民
も
行
っ
て
、

見
て
、
食
べ
て
、
体
験
し

た
く
な
る
よ
う
な
新
た
な

魅
力
の
創
造
に
つ
い
て
官

民
一
体
と
な
っ
て
検
討
し

取
り
組
ん
で
い
く
。

問答

一般質問は、市政全般について市の方針を質すものです。
６月定例会の一般質問は６月８日から11日までの４日間行われ、16名の議員が登壇

し、市民の皆さんの生活にかかわる行政全般について質問をしました。
文面は各議員の自己編集とし、質問した項目のなかから１項目程度を要

約して掲載しております。（すべての質問項目は、オンデマンド配信でご
覧いただけます。また、開期中はインターネットで中継を配信しています。）

※各議員のQRコードをスマートフォンのバーコードリーダーで読み取ると、オンデマンド配信でご覧いただけます。

「新型コロナウイルス対策」市長の考えは!?
感染予防と経済・生活支援対策に万全を期す

一 質般 問
喜多方市政のココが知りたい！

　
現
在
の
指
定
棚
田
地

域
振
興
活
動
計
画
の

策
定
の
進
捗
状
況
は
。

　

本
年
５
月
に
県
か
ら

実
施
要
領
等
の
改
定

の
通
知
が
あ
っ
た
。

今
後
速
や
か
に
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
制
度
に

取
り
組
む
集
落
に
、
加
算

制
度
の
詳
細
を
説
明
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
意
向
が

あ
る
か
確
認
す
る
。

取
り
組
む
意
向
が
示
さ

れ
た
場
合
に
、
棚
田
地
域

の
指
定
申
請
に
向
け
て
取

り
組
む
。

問答

市長
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一
般
質
問

グリーンツーリズムの将来のあり方は？

子ども家庭総合支援拠点設置はいつか？

重要な施策であり継続して支援する

２０２１年度設置に向け検討している

受
け
入
れ
農
家
へ
の
支

援
に
は
市
独
自
の
小
規
模

事
業
者
活
動
応
援
補
助
金

に
よ
り
支
援
す
る
。

　
観
光
客
が
戻
る
ま
で

の
間
「
み
ん
な
で
支

え
よ
う
商
店
街
」
運
動
を

す
べ
き
と
思
う
が
考
え
を

伺
う
。

　

飲
食
サ
ー
ビ
ス
、
宿

泊
旅
行
業
等
深
刻
な

影
響
が
出
て
い
る
。
市
民

の
消
費
拡
大
の
た
め
ク
ー

ポ
ン
券
や
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
の
発
行
な
ど
広

い
範
囲
で
効
果
が
あ
る
方

策
を
検
討
し
て
い
る
。

問答

小
島
　
雄
一 

議
員

齋
藤
　
仁
一 

議
員

　
本
市
の
豊
か
な
自
然

と
農
業
を
観
光
と
融

合
さ
せ
都
会
と
の
交
流
人

口
を
増
や
し
て
き
た
グ
リ

ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
将
来

の
方
向
性
と
、
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
将
来
の
あ
り

方
、
ま
た
、
受
け
入
れ
農

家
の
コ
ロ
ナ
被
害
の
支
援

策
を
伺
う
。

　

本
市
は
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
ま
ち
を

宣
言
し
、
地
域
資
源
を
活

用
し
た
重
要
な
観
光
施
策

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は

将
来
に
わ
た
り
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る

上
で
極
め
て
重
要
な
組
織

で
あ
り
今
後
と
も
継
続
し

た
支
援
を
行
う
。

組
織
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
他
組
織
と
の
統
合
も

含
め
早
い
段
階
で
検
討
す

る
。解
散
す
る
事
は
な
い
。

問答

　
子
ど
も
家
庭
総
合
支

援
拠
点
設
置
の
市
と

し
て
の
基
本
的
な
認
識
と

考
え
方
及
び
設
置
時
期
は

い
つ
か
。

　

子
ど
も
と
そ
の
家
庭

及
び
妊
産
婦
等
を
対

象
に
実
情
の
把
握
、
子
ど

も
等
に
関
す
る
相
談
全
般

か
ら
通
所
在
宅
支
援
を
中

心
と
し
た
よ
り
専
門
的
な

相
談
対
応
や
必
要
な
調
査
、

訪
問
等
に
よ
り
継
続
的
な

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
業
務

ま
で
行
う
機
能
を
担
う
も

の
で
あ
る
。

現
在
、
保
健
課
に
設
置

し
て
い
る
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
一
体

的
な
組
織
と
す
る
こ
と

で
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
ま
で
切
れ
目
の
な
い
専

門
的
で
よ
り
き
め
細
や
か

な
支
援
が
可
能
に
な
る
。

２
０
２
１
年
度
設
置
に
向

問答

け
て
検
討
し
て
い
る
。

　
こ
の
支
援
拠
点
は
、

専
門
的
な
人
材
を
設

置
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

こ
の
支
援
拠
点
設
置
に

向
け
、
国
の
財
政
支
援
を

活
用
す
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。

　

支
援
員
を
２
名
（
常

勤
１
名
、
非
常
勤
１

名
）
配
置
で
き
る
。
こ
の

支
援
員
に
は
、
社
会
福
祉

士
、
精
神
保
健
師
、
保
育

士
な
ど
の
資
格
者
が
対
象

に
な
る
。
国
な
ど
の
有
利

な
財
源
を
活
用
し
て
充
実

を
図
っ
て
い
く
。

問答

市長

市長
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一
般
質
問

児童クラブの現状と児童の防犯は！

インフラの維持補修費はどうなる？

「児童クラブ待機児童解消事業」を速やかに行う

多くは相当な年数が経過しており予算確保が課題

　
民
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
成
人
年
齢
が

20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下

げ
ら
れ
る
が
、
市
で
開
催

す
る
成
人
式
は
ど
の
よ
う

に
行
う
の
か
。

　

現
在
、
成
人
式
の
在

り
方
等
の
検
討
を
行

っ
て
お
り
、
今
後
、
広
く

意
見
を
頂
い
た
う
え
で
、

案
を
取
り
ま
と
め
、
令
和

３
年
度
の
早
い
時
期
に
決

定
し
、
周
知
し
て
い
く
。

問答

山
口
　
文
章 

議
員

佐
原
　
正
秀 

議
員

　
現
在
、
市
内
で
発
生

し
て
い
る
児
童
ク
ラ

ブ
待
機
問
題
や
、
不
審
者

に
よ
る
児
童
に
対
す
る
声

掛
け
事
案
多
発
し
て
い
る

中
、
本
市
の
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

　

６
月
定
例
会
の
補
正

予
算
「
児
童
ク
ラ
ブ

待
機
児
童
解
消
事
業
」
で

待
機
児
童
が
発
生
し
て
い

る
児
童
ク
ラ
ブ
の
部
屋
拡

張
及
び
、
備
品
購
入
に
よ

り
対
応
す
る
。

声
掛
け
事
案
の
情
報
が

寄
せ
ら
れ
た
場
合
は
、
学

校
や
警
察
、
防
犯
協
会
等

と
連
携
の
も
と
、
地
域
の

パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
実
施

し
、
行
政
区
長
を
通
し
て

文
書
の
回
覧
や
ホ
ー
ム
ぺ

ー
ジ
へ
の
掲
載
等
で
注
意

喚
起
を
行
う
。

問答

　
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理

は
将
来
の
地
域
や
建

設
関
係
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
考
え
、
実
現
す
る
た

め
の
喜
多
方
版
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
の
策
定
を
急
ぐ

べ
き
だ
。

　

本
市
が
抱
え
る
課
題

を
抽
出
し
て
み
る
と

新
た
な
維
持
管
理
手
法
に

つ
い
て
検
討
す
る
時
期
に

き
て
い
る
も
の
と
考
え
、

維
持
可
能
な
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
に
つ
い
て
研
究
を

進
め
る
。

　
今
後
の
長
寿
命
化
計

画
の
見
直
し
や
イ
ン

フ
ラ
の
補
修
に
当
た
り
、

コ
ス
ト
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
か
。

　

定
期
点
検
後
、
５
年

以
内
に
補
修
が
必
要

と
な
る
橋
梁
は
53
橋
で
、

建
設
か
ら
50
年
以
上
経
過

問答問答

し
た
も
の
が
89
橋
あ
り
、

多
額
の
維
持
補
修
費
用
が

想
定
さ
れ
る
。

　
道
路
や
橋
梁
な
ど
実

際
の
構
造
物
か
ら
必

要
な
情
報
を
取
得
す
る
技

術
や
予
算
確
保
の
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
能
力
を
持
つ
人

材
育
成
を
ど
う
養
成
し
て

い
く
の
か
。

　

専
門
的
な
知
識
を
有

す
る
た
め
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
資

格
取
得
や
橋
梁
点
検
の
研

修
会
へ
の
参
加
な
ど
、
技

術
力
向
上
に
努
め
て
人
材

育
成
を
図
る
。

問答

市長

市長
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黒瀬館跡発掘調査、事業者の負担割合見直しを！

コロナ禍でどうする来年度予算編成！

今後も必要に応じて配慮して参りたい

事業・計画の見直しを行い方針を示したい

民
へ
の
説
明
・
周
知
等
の

実
施
記
録
を
情
報
公
開
制

度
に
基
づ
き
公
文
書
開
示

請
求
し
た
が
、
内
容
が
記

録
さ
れ
て
い
る
公
文
書
が

存
在
し
な
い
と
の
回
答
で

あ
っ
た
。
文
書
が
存
在
し

な
い
こ
と
は
、
説
明
・
周

知
を
し
た
証
拠
に
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
。

　

文
書
が
残
っ
て
い
な

い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
文
書
の
保
存
期
間

を
過
ぎ
廃
棄
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
や
、

当
時
は
ワ
ー
プ
ロ
が
主
流

で
あ
っ
た
た
め
電
子
デ
ー

タ
の
保
存
が
難
し
か
っ
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
公
文
書
の
管
理
は
い

っ
た
い
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
、疑
問
が
残
る
。

議
長
の
手
元
で
、
議
会
の

あ
り
方
を
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

（
議
長
）　
当
局
に
申
し
上

げ
る
。
引
き
続
き
疑
念
の

払
し
ょ
く
に
努
力
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

答問

山
口
　
和
男 

議
員

渡
部
　
一
樹 

議
員

　
先
の
３
月
議
会
で
市

教
委
は
、「
市
民
の

皆
様
に
対
し
周
知
す
る
措

置
を
と
ら
ず
、
様
々
な
面

で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た

こ
と
に
つ
い
て
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。」
と
非
を

認
め
た
。

で
あ
る
な
ら
ば
、
発
掘

調
査
費
用
を
一
方
的
に
業

者
に
押
し
付
け
る
こ
と
を

や
め
、
負
担
割
合
の
見
直

し
を
図
る
べ
き
と
考
え
る

が
伺
う
。

　

記
録
保
存
調
査
の
費

用
負
担
は
、
事
業
者

と
の
合
意
に
基
づ
い
て
い

る
。
今
後
も
文
化
財
保
護

法
及
び
文
化
庁
通
知
に
基

づ
き
、
事
業
者
へ
費
用
負

担
を
お
願
い
す
る
考
え
で

あ
る
。

　
事
業
者
が
地
権
者
、

平
沢
、
治
里
地
区
市

問答問

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
で
、

今
年
度
の
対
策
費
や
来
年

度
の
市
税
減
収
等
を
考
え

れ
ば
来
年
度
の
予
算
編
成

は
極
め
て
重
要
だ
。
基
本

的
な
考
え
方
を
示
せ
。

　

歳
入
面
に
お
い
て
は

消
費
の
落
ち
込
み
等

に
よ
り
市
税
の
減
収
が
見

込
ま
れ
る
と
と
も
に
、
感

染
拡
大
防
止
対
策
や
支
援

対
策
に
係
る
基
金
繰
入
金

の
増
加
に
と
も
な
い
、
中

期
的
に
見
込
ん
だ
基
金
の

繰
入
を
見
直
す
な
ど
、
例

年
よ
り
も
予
算
編
成
に
大

き
な
影
響
が
想
定
さ
れ
る
。

歳
出
面
で
は
、
新
市
建

設
計
画
や
総
合
計
画
な
ど

に
掲
げ
る
諸
施
策
な
ど
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

め
る
予
算
編
成
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

問答

中
期
財
政
計
画
の
ロ
ー

リ
ン
グ
を
早
急
に
実
施
し
、

市
債
バ
ラ
ン
ス
の
見
通
し

な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら
基

本
的
な
方
針
を
示
し
た
い
。

　
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
の

中
止
に
よ
り
未
執
行

の
予
算
が
あ
る
。
予
算
の

組
替
え
は
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
。

　

6
月
補
正
予
算
に
お

い
て
２
千
833
万
６
千

円
を
減
額
し
て
い
る
。
ま

た
、
今
後
の
事
業
に
つ
い

て
も
早
い
段
階
で
決
定
し

速
や
か
に
減
額
補
正
を
行

い
、
感
染
症
対
策
を
は
じ

め
必
要
な
事
業
の
財
源
と

す
る
な
ど
適
切
な
予
算
管

理
に
努
め
て
い
く
。

問答

市長

市長
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新型コロナウイルス対策に万全を！

表現の自由を保障する名義後援に！

国・県への要望も含め、全力をつくす

特定の意見は後援を差し控える

市
内
に
設
置
す
る
必
要
性

は
低
い
。
今
後
の
状
況
を

注
視
し
必
要
に
応
じ
て
、

国
、県
に
要
望
し
て
い
く
。

　
第
２
波
を
考
え
た
ら
、

今
か
ら
必
要
で
は
な

い
の
か
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
は
要

望
す
る
状
況
で
は
な

い
と
考
え
る
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
で
の
市

の
財
源
確
保
は
。

　

中
止
に
な
っ
た
事
業

の
予
算
や
、
財
政
調

整
基
金
や
国
の
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
な
ど
を
活
用

し
て
対
応
す
る
。

　
財
源
確
保
の
た
め
に

は
、
大
型
事
業
で
あ

る
新
市
建
設
計
画
の
見
直

し
が
必
要
で
は
な
い
の

か
。

　

新
市
建
設
計
画
は
必

要
な
事
業
で
あ
り
、

国
・
県
の
補
助
事
業
な
ど

を
活
用
し
取
り
組
ん
で
い

く
。 問答問答問答

矢
吹
　
哲
哉 

議
員

小
澤
　
誠 

議
員

　
国
の
持
続
化
給
付
金

の
要
件
緩
和
の
必
要

性
は
。

　

今
後
の
状
況
の
推
移

で
は
要
件
の
緩
和
な

ど
想
定
さ
れ
る
。
万
全
の

措
置
が
取
ら
れ
る
よ
う
国

に
働
き
か
け
て
い
く
。

　
市
の
今
後
の
経
済
対

策
は
。

　

様
々
な
業
種
に
影
響

が
及
ん
で
い
る
の
で
、

新
し
い
枠
組
み
で
の
支
援

策
を
創
設
。
補
正
予
算
案

と
し
て
追
加
提
案
す
る
。

　
市
内
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

機
関
の
設
置
と
医
療

体
制
の
充
実
に
つ
い
て
の

見
解
は
。

　

現
在
会
津
地
方
で
は

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
希
望
者

は
ス
ム
ー
ズ
に
検
査
が
受

け
ら
れ
る
。現
段
階
で
は
、

問答問答問答

　
昨
年
秋
に
行
わ
れ
た

「
憲
法
９
条
守
ろ
う

浜
の
り
子
さ
ん
講
演
会
」

の
後
援
申
請
を
な
ぜ
認
め

な
か
っ
た
の
か
。

　
「
喜
多
方
市
後
援
名

義
等
の
使
用
承
認
に

関
す
る
事
務
取
扱
要
領
」

の
承
認
基
準
に
よ
り
判
断

し
た
と
こ
ろ
、
講
演
会
に

お
け
る
特
定
の
意
見
に
本

市
が
賛
同
し
て
い
る
と
受

け
取
ら
れ
か
ね
な
い
か
ら

で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
は

取
扱
要
領
に
は
記
載

は
な
い
。
そ
も
そ
も
特
定

の
意
見
に
立
脚
し
な
い
講

演
会
な
ど
あ
り
得
な
い
と

考
え
る
が
、
伺
う
。

　
（
こ
の
問
に
つ
い
て
、

直
接
的
な
答
弁
は
な

か
っ
た
。）

問答問答

　
「
公
正
・
中
立
の
立

場
で
好
き
な
意
見
に

お
墨
付
き
を
与
え
る
の
が

名
義
後
援
だ
。」
と
、
市

は
と
ん
で
も
な
い
思
い
違

い
を
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

名
義
後
援
は
、
市
が
言

論
・
出
版
な
ど
住
民
の
表

現
の
自
由
を
保
障
す
る
立

場
で
、
地
域
の
自
主
的
な

文
化
・
芸
術
・
教
育
活
動

な
ど
の
親
交
を
図
っ
て
い

こ
う
と
し
て
行
う
事
業
で

は
な
い
の
か
。
事
務
取
扱

要
領
の
改
訂
を
せ
よ
。

　
全
国
の
名
義
後
援
の

在
り
方
に
つ
い
て
も

調
査
し
て
、
検
討
し
て
参

る
。 問答※

名
義
後
援
と
は
…
市
民
団
体

が
主
催
す
る
文
化
・
芸
術
・

社
会
教
育
の
活
動
を
、
国
の

機
関
や
自
治
体
が
奨
励
す
る

意
思
を
示
す
こ
と
。

市長

市長
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新型コロナウイルス感染、市の現状と対策は

女性の視点を取り入れた新たな防災ブックを作るべき

生活資金貸付、緊急小口資金相談件数105件

女性の視点を追加した防災ブックの発行を検討する

染
は
な
い
が
多
く
の
世
帯

が
影
響
を
受
け
て
い
る
。

支
援
策
を
追
加
補
正
予

算
に
盛
り
込
む
。

　
高
齢
者
各
施
設
が
コ

ロ
ナ
対
策
で
面
会
を

禁
止
し
て
い
る
。
認
知
症

防
止
に
も
家
族
ビ
デ
オ
面

会
な
ど
の
環
境
整
備
支
援

が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

入
所
系
32
施
設
の
中

で
７
施
設
が
パ
ソ
コ

ン
等
を
活
用
し
面
会
を
実

施
し
、
ま
た
、
家
族
と
入

所
者
が
ガ
ラ
ス
越
し
で
面

会
し
て
い
る
施
設
も
あ

る
。環

境
整
備
支
援
に
つ
い

て
先
進
事
例
の
情
報
提
供

な
ど
丁
寧
に
対
応
す
る
。

問答

長
澤
　
勝
幸 

議
員

菊
地 

と
も
子 

議
員

　
世
界
的
に
猛
威
を
振

る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
、
今
後
、
第

二
波
・
三
波
が
想
定
さ
れ

る
中
、
対
応
が
求
め
ら
れ

る
。感

染
症
に
よ
る
休
業
や

失
業
に
よ
る
生
活
資
金
貸

付
制
度
へ
の
相
談
・
貸
付

件
数
の
現
状
は
ど
う
か
。

　

生
活
資
金
貸
付
制
度

は
、
県
社
会
福
祉
協

議
会
が
実
施
す
る
制
度

で
、
こ
れ
ま
で
低
所
得
者

へ
貸
付
を
し
て
き
た
が
、

特
例
措
置
と
し
て
、
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
影
響
を
受
け

た
方
も
追
加
さ
れ
た
。

緊
急
小
口
資
金
相
談
件

数
は
105
件
で
貸
付
金
額
は

１
千
195
万
円
、
総
合
支
援

金
相
談
は
５
件
で
貸
付
金

額
は
240
万
円
に
な
る
。

昨
年
同
時
期
の
相
談
件

数
は
な
く
、
会
津
で
の
感

問答

　
市
の
「
サ
バ
イ
バ
ル

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
は

見
直
す
時
期
で
あ
る
。

女
性
の
視
点
を
追
加
し

た
新
た
な
防
災
ブ
ッ
ク
を

作
る
べ
き
。

　

女
性
目
線
に
よ
る
防

災
ブ
ッ
ク
は
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
発
行
を

検
討
す
る
。

　
防
災
・
減
災
対
策
に

女
性
の
視
点
は
重
要

で
あ
り
、
女
性
の
視
点
を

取
り
入
れ
た
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
べ

き
。

　

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス

で
あ
る
避
難
所
に
お

い
て
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

守
る
こ
と
の
重
要
性
は
認

識
し
て
い
る
。
特
に
女
性

は
、
着
替
え
や
授
乳
ス
ペ

ー
ス
の
確
保
な
ど
、
男
性

と
は
異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な

問答問答

ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
に
留

意
し
て
、
女
性
の
視
点
か

ら
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
避
難
所
が
開
設

で
き
る
よ
う
な
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

　
液
体
ミ
ル
ク
は
備
蓄

す
べ
き
。

　

災
害
発
生
直
後
の
避

難
所
で
は
有
効
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
導
入
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を

踏
ま
え
災
害
時
の
避

難
所
を
増
設
す
べ
き
。

　

小
学
校
や
公
民
館
な

ど
を
避
難
所
と
し
て

増
設
す
る
。

あ
わ
せ
て
市
内
の
ホ
テ

ル
や
旅
館
を
避
難
所
と
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
調
整

を
図
る
。

問答問答

市長

市長
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▲オンライン資格確認等システムの概念図

個人健康情報の公益的利用を推進すべき!

市長の予算編成権と人事権に一考が必要では！

令和３年から公益的に利用できる見込みである

出来ることと出来ないことがあり、研究して参る

情
報
提
供
が
開
始
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。
保
険
者
間

で
の
情
報
の
連
携
の
ほ
か
、

医
療
機
関
等
に
よ
る
情
報

の
閲
覧
や
、
披
保
険
者
本

人
が
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
や

民
間
Ｐ
Ｈ
Ｒ
（
パ
ー
ソ
ナ

ル
ヘ
ル
ス
レ
コ
ー
ド
）
で

自
分
の
情
報
を
活
用
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
災
害
時
、
市
の
権
限

に
よ
る
Ｐ
Ｈ
Ｒ
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
可
能
か
。

　

災
害
の
規
模
等
に
応

じ
範
囲
や
期
間
を
限

定
し
た
上
で
、
本
人
確
認

を
省
略
し
て
閲
覧
が
で
き

る
よ
う
、
現
在
、
特
別
措

置
の
検
討
を
し
て
い
る
。

問答

上
野 

利
一
郎 

議
員

伊
藤
　
弘
明 

議
員

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
重
症
化
予

測
の
た
め
に
、
複
数
の
保

険
者
の
デ
ー
タ
を
公
的
な

個
人
の
健
康
情
報
と
す
べ

き
だ
が
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

を
活
用
し
た
「
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス

テ
ム
」
を
、
令
和
３
年
３

月
か
ら
稼
働
で
き
る
見
込

み
で
、
社
会
保
険
診
療
報

酬
支
払
基
金
と
国
保
中
央

会
を
介
し
て
、
医
療
機
関

と
薬
局
が
保
険
者
と
オ
ン

ラ
イ
ン
で
接
続
さ
れ
る
。

そ
の
後
は
、
一
定
の
準
備

期
間
の
後
に
医
療
デ
ー
タ

を
公
益
的
に
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
個
人
で
の
医
療
情
報

活
用
の
可
能
性
は
。

　

令
和
３
年
10
月
か
ら

薬
剤
・
特
定
健
診
の

問答問答

　
地
方
自
治
法
と
地
方

公
務
員
法
は
施
行
か

ら
既
に
70
年
以
上
経
過
し

て
い
る
。
当
時
か
ら
は
状

況
が
激
変
し
法
の
改
正
が

必
要
な
個
所
が
あ
る
と
考

え
る
。
例
え
ば
市
長
１
人

が
有
す
る
予
算
編
成
権
や

人
事
権
に
つ
い
て
は
一
考

が
必
要
で
は
な
い
か
。

一
般
会
計
予
算
に
つ
い

て
例
え
ば
東
京
都
で
言
え

ば
７
兆
円
を
超
え
首
長
１

人
が
そ
の
編
成
権
に
対
し

て
責
任
を
持
つ
の
は
不
可

能
だ
。

訴
訟
で
敗
訴
し
巨
額
の

賠
償
命
令
が
あ
っ
て
も
対

応
で
き
な
い
。
人
事
権
に

つ
い
て
は
内
閣
人
事
局
の

よ
う
な
組
織
を
作
り
市
長

と
そ
の
組
織
で
人
事
に
当

た
る
べ
き
だ
。
ワ
ン
マ
ン

首
長
は
全
国
に
沢
山
い
る

が
人
事
は
組
織
と
共
に
行

問

う
べ
き
と
思
う
。
勝
手
な

人
事
は
職
員
が
犠
牲
に
な

る
事
が
多
い
。

　

出
来
る
こ
と
と
そ
う

で
な
い
事
が
あ
り
研

究
し
て
参
り
た
い
。　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
地
場
産
の
Ａ
４
、
Ａ

５
等
の
特
上
の
牛
肉

が
地
元
で
ほ
と
ん
ど
流
通

し
て
い
な
い
の
は
お
か
し

い
。
流
通
す
る
よ
う
に
地

元
バ
イ
ヤ
ー
や
小
売
り
の

業
者
に
補
助
を
す
る
等
政

策
を
考
え
て
い
く
べ
き
だ
。

　

今
後
、
い
ろ
い
ろ
と

考
え
て
参
り
た
い
。

答問答

市長

市長
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総合支所を中心とした独自の活性化策は？

PCR検査を急げ！

地域の特色を活かした活性化事業に取組んで参る

医師会の協力を得て発熱外来を６月中旬に設置する！

今
後
支
え
あ
い
会
議
等

の
既
存
の
組
織
と
の
連
携

も
図
り
な
が
ら
、
協
働
モ

デ
ル
支
援
事
業
の
推
進
と

成
果
等
の
検
証
を
行
い
、

地
域
住
民
に
よ
る
活
性
化

推
進
組
織
の
あ
り
方
な
ど

総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

　
公
共
施
設
の
管
理
・

運
営
の
在
り
方
は
。

　
指
定
管
理
基
本
協
定

に
基
づ
き
、
指
定
管

理
者
に
お
い
て
円
滑
な
管

理
運
営
に
努
め
て
い
る
。

市
と
指
定
管
理
者
が
合

同
で
施
設
巡
回
を
実
施

し
、
修
繕
・
改
修
が
必
要

な
場
合
は
協
議
の
う
え
行

っ
て
い
る
。
緊
急
的
体
制

や
連
絡
体
制
に
つ
い
て
整

備
し
て
い
る
。

問答

渡
部
　
勇
一 

議
員

田
中
　
雅
人 

議
員

　
市
長
の
考
え
る
、
総

合
支
所
の
目
的
と
役

割
は
何
か
。

　
地
域
に
身
近
な
総
合

支
所
を
中
心
に
、
地

域
の
特
性
や
地
域
資
源
を

活
か
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
な
ど
、
特
色
の
あ

る
活
性
化
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

組
織
を
住
民
課
と
産
業

建
設
課
に
再
編
し
、
機
動

的
で
柔
軟
な
業
務
対
応
が

で
き
る
と
し
た
。併
せ
て
、

総
合
支
所
と
本
庁
間
と
の

連
携
・
協
力
を
強
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
振
興

策
の
拡
充
を
は
じ
め
、
総

合
支
所
機
能
の
強
化
を
図

っ
て
い
る
。

「
第
二
期
総
合
戦
略
」

を
着
実
に
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
市
全
体
の
人
口

減
少
の
抑
制
や
活
性
化
を

図
っ
て
い
く
。

問答

　
５
月
25
日
、
緊
急
事

態
宣
言
が
解
除
さ
れ

た
が
安
全
宣
言
で
は
な
い
。

本
市
の
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
は
十
分
か
。
市
独
自

の
経
済
対
策
や
国
・
県
・

市
の
雇
用
対
策
に
つ
い
て

も
伺
う
。

　

１
月
29
日
に
「
市
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
本
部
」
を
設
置
し
、

感
染
予
防
対
策
や
経
済
対

策
を
決
定
し
、
実
施
し
て

き
た
。
市
民
の
不
安
解
消

に
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
る

相
談
窓
口
を
開
設
、
対
応

し
て
い
る
。

追
加
の
支
援
策
を
第
二
、

三
段
と
実
施
し
な
が
ら
感

染
予
防
と
経
済
・
生
活
支

援
対
策
に
万
全
を
期
し
て

い
く
。

問答

　
福
島
県
内
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
数
と
そ
の
結
果
、

会
津
地
方
及
び
本
市
の
検

査
数
を
伺
う
。

　

福
島
県
で
は
衛
生
研

究
所
や
中
核
市
の
保

健
所
、
民
間
の
検
査
機
関

な
ど
で
5
月
27
日
現
在
、

１
日
最
大
450
人
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
。
県
内
の
検
査
件
数
は

５
月
末
現
在
で
４
４
５
２

件
で
、
そ
の
内
81
件
が
陽

性
と
確
認
さ
れ
た
。

会
津
地
方
及
び
本
市
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
公
表
さ
れ

て
い
な
い
。

　
感
染
の
確
認
に
は
検

査
が
必
要
！
抗
原
検

査
、
抗
体
検
査
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
進
め
る
べ
き
だ
。

今
後
の
取
り
組
み
は
！

　

医
師
会
の
協
力
を
得

て
発
熱
外
来
を
６
月

中
旬
に
市
内
に
設
置
す
る
。

問答問答

市長

市長

総合支所
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渡部勇一議員
（25年表彰）

伊藤弘明議員
（25年表彰）

渡部一樹議員
（10年表彰）

第96回全国市議会議長会定期総会において、永年にわたり市議
会議員を務められた議員に対して、全国市議会議長会会長より表
彰がありました。6月定例会最終日の6月18日、議長から代行して
表彰状が授与されました。

 応援補助金の給付までが遅かった理由は！？
補助金制度の為に時間がかかった　改善策を取る

か
っ
た
こ
と
に
加
え
、
申

請
受
付
か
ら
100
件
近
く
の

申
請
が
集
中
し
確
認
作
業

に
多
く
の
時
間
が
か
か
っ

た
。今

後
の
対
策
と
し
て
、

通
常
時
の
月
４
回
の
支
払

日
を
臨
時
的
に
週
３
回
ま

で
増
や
し
、
事
務
処
理
を

短
縮
す
る
た
め
補
助
金
制

度
で
は
な
く
交
付
金
と
し

て
実
施
す
る
ほ
か
、
職
員

体
制
を
強
化
し
て
、
よ
り

迅
速
な
交
付
が
出
来
る
よ

う
に
改
善
し
て
い
く
。

蛭
川
　
靖
弘 

議
員

　
小
規
模
事
業
者
応
援

補
助
金
は
市
内
の
飲

食
店
、
宿
泊
業
者
、
観
光

業
者
に
対
し
て
一
律
に
20

万
円
を
支
給
す
る
喜
多
方

市
独
自
の
支
援
策
と
し

て
、
ス
ピ
ー
ド
感
・
支
援

内
容
と
も
に
評
価
す
べ
き

も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る

が
、
申
請
か
ら
給
付
ま
で

の
期
間
が
長
か
っ
た
。
ま

た
初
回
の
支
給
が
５
月
29

日
の
月
末
日
に
設
定
さ
れ

た
た
め
、
月
末
の
資
金
繰

り
で
困
っ
た
と
い
う
事
業

者
の
話
も
聞
い
て
い
る
。

給
付
ま
で
の
期
間
が
長
か

っ
た
要
因
と
今
後
の
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

　

こ
の
事
業
は
補
助
金

を
交
付
す
る
制
度
で

あ
る
た
め
、
補
助
金
交
付

ま
で
の
事
務
処
理
と
支
払

い
の
た
め
の
決
済
と
伝
票

処
理
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な

問答

市長

全国市議会議長会表彰伝達
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次のとおり審査されました

請願・陳情
趣旨 委員会

（賛成：反対）
本会議

（賛成：反対）提出者（敬称略）

請願第６
地方財政の充実・強化を求める意見
書提出の請願

政府予算と地方財政の検討に当
たり、社会保障、感染症対策、
防災、地域交通対策等の予算確
保及び地方再生措置を的確に行
うことを求めるもの

総務常任委員会

採択
全会一致採択

全会一致日本労働組合総連合会福島県連合会
耶麻喜多方地区連合会
議長　佐藤　誠治

請願第７
再審法の改正を求める意見書提出の
請願

裁判の再審における証拠開示、検
察官の上訴の制限などについて、
刑事訴訟法の再審規定の改正を求
めるもの

総務常任委員会

採択
13：８採択

４：２日本国民救援会耶麻支部
支部長　大塚　玲子

請願第8
福島県の漁業と漁業関係者の生活を
守るために東京電力第一原発敷地内
に保管されているトリチウム汚染水
の海洋放出に反対する意見書提出の
請願

福島第一原発におけるトリチウ
ム汚染水については、海洋放出
ではなく、廃炉処理の過程にお
ける長期保管と処理方法の研究
開発などの原発事故対策を求め
るもの

文教厚生常任委員会

採択
15：６採択

全会一致
低線量汚染地域を考える会
共同代表
岩下　潔、佐藤　誠

請願第9
新型コロナウイルス感染防止対策に
係る強力な第 2次補正予算の早急
な編成を求まる意見書提出の請願

新型コロナウイルス感染症対策
において、4月に成立した国の
補正予算だけでは十分といえず、
早急に更なる補正予算の編成を
求めるもの

文教厚生常任委員会

採択
全会一致採択

全会一致Ⅰ女性会議喜多方支部
代表　田部　芳枝

請願第10
国の「被災児童生徒修学支援等事業」
の継続と被災児童生徒の十分な就学
支援を求める意見書提出の請願

東日本大震災での被災児童生徒
に対する就学・修学支援を令和
3年度以降も、全額国庫で支援
する事業の継続を求めるもの

文教厚生常任委員会

採択
全会一致採択

全会一致福島県教職員組合　
中央執行委員長
國分　俊樹　他1名

請願第11
検察庁法改正案撤回を求める意見書
提出の請願

検察庁法改正案の今国会での採
決は見送られたが、検察幹部の
役職定年の延長の問題をそのま
まに継続審議することは許され
ることではなく、本法改正案の
撤回を求めるもの

総務常任委員会

採択
13：８採択

４：２喜多方市革新懇　
代表世話人　須藤　吉正

請願

本会議で採択された請願は、市議会の意向を意見書等にまとめ、
市当局や関係機関へ、その実現を要望します。

（各意見書はホームページでご覧いただけます。）
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討
論

　
　
　

こ
の
予
算
は
、
塩
川
駅
東
西

自
由
通
路
基
本
設
計
予
算
が
計
上
し

て
あ
る
。
し
か
し
、
東
西
自
由
通
路

に
は
15
億
円
、
駅
前
広
場
に
７
億
円

か
け
整
備
す
る
た
め
当
初
計
画
の
６

倍
も
の
規
模
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
駅
周
辺
の
車
の
利
便
性

向
上
の
た
め
に
は
、
周
辺
市
道
の
整

備
も
必
要
に
な
る
。

　

コ
ロ
ナ
危
機
の
対
策
に
全
力
を
あ

げ
る
べ
き
で
本
計
画
は
中
止
し
計
画

全
体
を
見
直
す
べ
き
と
考
え
る
。

反
対

　
　
　

こ
の
改
正
案
は
人
事
院
の
公

務
員
の
定
年
延
長
勧
告
か
ら
始
ま
っ

た
も
の
で
あ
る
。
少
子
高
齢
化
の
我

が
国
に
と
っ
て
経
験
豊
か
な
人
材
の

活
用
は
必
要
で
あ
る
。

今
回
の
問
題
は
検
察
庁
内
の
人
事

争
い
が
本
質
で
あ
り
、
政
府
に
三
権

分
立
を
犯
そ
う
と
い
う
意
図
は
な
い
。

　
　
　

検
察
官
は
時
の
首
相
さ
え
も

起
訴
出
来
る
権
限
を
持
つ
独
立
官
で

あ
る
。
従
っ
て
、
一
般
の
公
務
員
と

は
別
立
て
の
検
察
庁
法
に
よ
り
運
営

さ
れ
て
い
る
。

　

検
察
の
人
事
に
、
時
の
権
力
が
介

入
す
る
事
を
正
当
化
し
、
そ
の
意
に

従
う
検
察
に
し
て
は
い
け
な
い
。

反
対

賛
成

　
　
　

検
察
手
持
ち
の
証
拠
の
全
面

開
示
は
正
式
な
手
続
き
に
よ
り
な
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
再
審
開
始
決
定
に
対
す

る
検
察
の
不
服
申
し
立
て
の
禁
止
は

こ
れ
ま
で
の
裁
判
制
度
を
全
面
的
に

転
換
し
て
し
ま
う
。
冤
罪
の
防
止
は

制
度
全
体
で
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。

　
　
　

再
審
を
す
る
場
合
、
再
審
請

求
側
に
挙
証
責
任
が
あ
り
、
す
で
に

ほ
と
ん
ど
の
証
拠
を
検
察
が
握
っ
て

い
る
た
め
、
圧
倒
的
に
不
利
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
対
等
な
裁
判
に
な

ら
な
い
と
い
う
問
題
が
法
律
の
成
立

時
か
ら
あ
っ
た
。
こ
れ
は
改
善
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

反
対

賛
成

討
論
と
は
、
議
題
と
な
っ
て
い
る

案
件
に
つ
い
て
、
表
決
の
前
に
、
賛

成
・
反
対
の
意
見
を
表
明
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。

議
案
第
91
号

令
和
２
年
度
喜
多
方
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

請
願
第
７

再
審
法
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書

提
出
の
請
願

請
願
第
11

検
察
庁
法
改
正
案
撤
回
を
求
め
る

意
見
書
提
出
の
請
願

請
願
第
８

福
島
県
の
漁
業
と
漁
業
関
係
者
の

生
活
を
守
る
た
め
に
東
京
電
力
第

一
原
発
敷
地
内
に
保
管
さ
れ
て
い

る
ト
リ
チ
ウ
ム
汚
染
水
の
海
洋
放

出
に
反
対
す
る
意
見
書
提
出
の
請
願

　
　
　

ト
リ
チ
ウ
ム
の
分
離
処
理
の

研
究
開
発
が
で
き
る
ま
で
地
上
に
長

期
保
管
す
る
こ
と
が
福
島
県
に
と
っ

て
安
全
な
の
か
。

ま
た
、
海
洋
放
出
が
「
ロ
ン
ド
ン

条
約
」
に
違
反
し
て
い
る
と
し
て
い

る
が
、
汚
染
水
を
船
舶
な
ど
で
海
上

に
投
棄
す
れ
ば
違
反
に
な
る
が
、
陸

上
か
ら
排
出
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る

条
約
は
な
い
。

　
　
　

日
本
も
海
洋
汚
染
を
防
止
す

る
ロ
ン
ド
ン
条
約
を
批
准
し
て
い

る
。
汚
染
水
の
長
期
保
管
す
る
土
地

は
十
分
に
あ
る
。
漁
業
者
か
ら
は
、

出
荷
制
限
が
解
除
さ
れ
増
産
に
向
か

っ
て
い
る
若
い
後
継
者
の
将
来
を
約

束
し
た
い
。

　

玄
海
原
発
周
辺
で
は
、
白
血
病
を

誘
発
し
て
い
る
と
の
デ
ー
タ
が
示
さ

れ
て
い
る
。
県
内
の
首
長
か
ら
も

「
処
理
水
が
安
全
な
ら
ば
県
外
処
分

も
検
討
す
べ
き
」「
風
評
被
害
が
さ

ら
に
拡
大
す
る
」
と
の
意
見
も
出
て

い
る
。

反
対

賛
成

　
　
　

休
校
し
た
学
校
給
食
へ
の
補

償
や
保
育
施
設
整
備
な
ど
必
要
な
予

算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
塩
川
駅
周

辺
整
備
の
基
本
設
計
予
算
に
つ
い
て

も
、
必
要
な
予
算
で
あ
る
。

賛
成
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意見が分かれたもの

議員名
議案等名

議決
結果

反
対：

賛
成

1
矢
吹

哲
哉

2
小
澤

　
誠

3
山
口
　
文
章

4
十
二
村
秀
孝

5
上
野
利
一
郎

6
小
島
　
雄
一

7
渡
部
　
一
樹

8
蛭
川
　
靖
弘

9
菊
地
と
も
子

10
小
林
　
時
夫

11
坂
内
　
鉄
次

12
長
澤
　
勝
幸

13
渡
部
　
勇
一

14
齋
藤
　
仁
一

15
田
中
　
雅
人

16
五
十
嵐
吉
也

17
佐
藤
　
忠
孝

18
伊
藤
　
弘
明

19
後
藤
　
誠
司

20
佐
原
　
正
秀

21
山
口
　
和
男

反
対
討
論

賛
成
討
論

議案
第91号

令和２年度喜多方市一般
会計補正予算（第４号）

原案
可決 19：2 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 矢吹哲哉 山口文章

議会案 
第３号

再審法（刑事訴訟法の再
審規定）の改正を求める
意見書

原案
可決 13：8 〇 〇 ● ● ● ● 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇

議会案 
第４号

検察庁法改正案撤回を求
める意見書

原案
可決 13：8 〇 〇 ● ● ● ● 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇

議会案 
第６号

福島県の漁業と漁業関係
者の生活を守るために東
京電力第一原発敷地内に
保管されているトリチウ
ム汚染水の海洋放出に反
対する意見書

原案
可決 16：5 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇

請願 
第７

再審法の改正を求める意
見書提出の請願 採択 13：8 〇 〇 ● ● ● ● 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 伊藤弘明 小澤　誠

請願
第８

福島県の漁業と漁業関係
者の生活を守るために東
京電力第一原発敷地内に
保管されているトリチウ
ム汚染水の海洋放出に反
対する意見書提出の請願

採択 15：6 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 〇 十二村秀孝 齋藤仁一 
長澤勝幸

請願
第 11

検察庁法改正案撤回を求
める意見書提出の請願 採択 13：8 〇 〇 ● ● ● ● 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 小島雄一 小澤　誠

○は賛成、●は反対、ーは欠席、議長（齋藤勘一郎）は採決に加わらない。

採決で賛否が分かれたものについては下記のとおりです。これ以外の案件などは、全会一致
で可決されています。すべての議案名と結果は喜多方市議会ホームページをご覧ください。

６月定例会審議結果

【
提
出
期
限
】

　

８
月
25
日
㈫
午
後
５
時
ま
で

【
提
出
先
】

　

喜
多
方
市
議
会
事
務
局

　
（
市
役
所
４
階
）

※
期
限
を
過
ぎ
て
提
出
さ
れ
た
も
の

は
、
次
回
の
定
例
会
で
審
査
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
適
時
に

要
望
し
た
い
事
案
に
つ
い
て
は
、

提
出
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
請
願
提
出
に
関
す
る
必
要
事
項
】

　
請
願
に
は
、
必
ず
１
人
以
上
の
市

議
会
議
員
の
紹
介
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
市
議
会
議

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
陳
情
の
場
合
に
は
、
市
議
会
議
員

の
紹
介
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
…

　

議
会
事
務
局

　

議
事
総
務
課
総
務
係

　

�

☎
24ｰ

５
２
５
３
ま
で

９
月
定
例
会
に
行
う

　
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て

○○○に関する請願（陳情）書
令和　年　月　日

代表者　住所　　　　　　
　　　　　　　氏名　　　　　㊞
　　　　　　　電話　　　　　　
　　紹介議員　氏名　　　　　㊞

※陳情の場合は紹介議員は不要です

喜多方市議会議長　様
請願（陳情）要旨
　○○○○○○○○○○下記につい
て請願（陳情）いたします。

請願（陳情）内容
１　○○○○○○○○
２　○○○○○○○○
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議
会
の
主
な
動
き

９月定例会の予定９月定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土

  　  2 3 4 5

 6 7 8 9 10 11 12

 13 14 15 16 17 18 19

８
30
／ ８

31
／ ９

１
／

本会議
（開会、会期決定、
提案理由説明）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（議案審議）

委員会
（各常任委員会
付託案件の審査）

休会
（議案調査）

休会
（事務整理）

休会
（事務整理）

本会議
（委員長報告、
各案件決定、閉会）

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、当面の間、体調のすぐれない方、風邪症状がある方の傍聴はご遠慮いた
だきますようお願いいたします。
　なお、傍聴される方は、手洗い・手指の消毒と咳エチケットにご協力をお願いいたします。
　今後の状況によっては、対応が変わることもありますので、ご了承ください。

きたかた FM 
議会中継　78.2MHz

　定例会の様子を録音放送
しています。
　開会日の翌週、平日の
午後2時～午後5時は、ラジオ
放送をぜひお聞きください。

議会
インターネット中継

　開会中はライブ（生配信）
を視聴できます。
　過去の配信映像も視聴で
きます。

喜多方市議会公式facebookページを開設
しています。 
https://www.facebook.com/kitakatashigikai/

	

７	

全
員
協
議
会

	

16	

各
派
代
表
者
会

	

22	

議
会
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
会
議
、

	
	

市
長
へ
要
望
書
提
出

	

23	

議
会
広
報
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編
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後
記

「
解
か
り
や
す
い
」「
見
や
す
い
」
を

ベ
ー
ス
に
親
し
み
や
す
い
広
報
誌
を

目
指
し
、
８
名
の
メ
ン
バ
ー
で
活
発
な

意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
作
成
し
て
お

り
ま
す
。「
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
市
議
会

で
す
」
で
は
伝
統
で
あ
る
文
武
両
道

を
め
ざ
し
て
努
力
し
、
ま
た
、
桜
壇

健
児
の
誇
り
を
胸
に
自
分
の
夢
や
目

標
の
実
現
に
向
け
頑
張
っ
て
い
る
姿

に
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
市
議
会

だ
よ
り
を
通
し
て
、生
徒
さ
ん
の
考
え
、

議
会
の
思
い
が
皆
様
に
伝
わ
れ
ば
幸

い
で
す
。�

菊
地 
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も
子

議
会
広
報
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集
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員
会
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長
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矢
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章 �

蛭
川　
靖
弘

�

菊
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と
も
子

�

田
中　
雅
人

�

後
藤　
誠
司

今回、県立喜多方高校を訪問して意見交換
をしてきました。市議会で市内の高校を訪ねる
のはこれで4校目です。どの高校においてもそ
うですが、私たち世代が高校生だった頃に比べ
て地域への関心やまちづくりについての興味が
高く、情報もたくさん持っていると感じました。
やはり情報化社会の進化が影響しているので
しょう。

生徒の皆さんに喜多方を良くするにはどうす
れば良いかと尋ねたところ、蔵とラーメン以外
の新たな魅力の創出という声が聞かれました。

例えば伝統工芸であったり、子育てを楽しめ
るイベントなどです。私たちにとって当たり前
の事が、世代が変わるとまったく違う感性にな
るのだということを感じました。少子化の時代

背景の絵柄は「喜多方の染型（県有形民俗文化財指定）」“流れに萩”です。

（特集２・3ページをご覧ください。）

「文武両道」の伝統校 県立喜多方高校レポ ト～取材

ではありますが、だからこそ若い彼らの声に耳
を傾け、彼らがこのまちを担う人財になった未
来を想像して、今の私たちが舵取りをしていか
なければならないと思います。

５人の高校生に普段利用しているSNSについて
伺ってみると、5人全員がInstagramとTwitter
を利用しておりFacebookを利用している人は
いませんでした。私たち議会広報編集委員会も
時代の変化に柔軟に対応し、情報発信の方法を
常に刷新していかなければと考えさせられまし
た。

今回で市内の高校を訪ねるシリーズは終了で
すが、これからも市民の皆様の声に耳を傾けア
ンテナを高くして情報収集と情報発信を行って
いきたいと思います。

「蔵とラーメン」だけじゃない喜多方の魅力を！

東北高等学校放送コンテスト出場！
放送委員会

東北総体、東北選抜の常連
ボート部


